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エネマネの活用について 

省エネルギーの構成要素として 

1. EMS導入によりエネルギーデータ等の見える化による意識改革 

2. データを基にした設備機器の最適容量への改修、更新による効率の向上 

3. チューニング、設備機器の運用改善、管理のPDCAによる改善 

があり、まずEMS導入からエネマネ支援サービスの活用を促進することが重要。 

（設備機器改修の前にEMSを導入する事で、最適な改修の設計が可能となり、最大限 

 の省エネルギー効果を期待できる。） 
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事業者単位のエネマネ 

EMS導入が行われていたとしても、建物によって活用しているエネマネ事業者が異
なる場合が少なくない。 
 
そのため、省エネ法で求めら 
れる「事業者単位」のエネル 
ギーマネジメントを行うため 
には、エネマネ事業者間の連 
携が不可欠となる。 
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エネマネ事業者間の連携 

弊社も、事業者単位のエネルギーマネジメントを行うため 
エネマネ事業者間で連携し、エネルギーに関連するデータや
情報の共有で、新たな省エネ施策、支援サービスの検討に取
り組み始めた。 
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中小企業へのエネマネ展開 

出典：資源エネルギー庁 省エネルギー課 
「省エネルギー政策の同行2016以降の展開」H28.02 

出典：中小企業庁 
「ここ1年の中小・小規模企業の経営情報の変化について」H26.11 

資金不足の中小企業は、省エネルギー対策への投資が困難であり、EMS導入が難しく、
事業者単位の管理から漏れる中小規模建物も存在する。 
そういった事業者に対しては、エネマネ事業者としても取組が困難であり、補助金など
の支援や資金力のある大規模事業者による連携支援などの施策の検討が必要である。 
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エネマネ事業者としてのビジネスチャンス 

出典：資源エネルギー庁 
  「⻑期エネルギー需給見通し小委員会（第７回会合）資料1」 

業務部門（18％）/産業部門（45％）のエネルギー消費のうち16％を中小企業が占め
ているとした場合、中小企業が35百万klのエネルギーを消費していることとなる。 
そのうちの省エネ補助金の活用実績（H27当初）の17.8％の量（中小企業のエネマネ
活用）の省エネを行うためには、約3700億円の投資が必要ということが、調査結果
からいえ、エネマネ事業者としては大きなビジネスチャンスと捉えることもできる。 

出典：資源エネルギー庁 
  「省エネルギー小委員会（第17回会合）資料2」 
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